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ContextCapture CONNECT Editionは、リアリティモデリン
グデータを統合して処理し、情報モデリングワークフロー
で使用できるようにするための強力な機能を備えています。

CONNECT Edition
SELECT® CONNECT Editionには、SELECT CONNECTservicesが付属してい
ます。これは、Bentleyアプリケーションのサブスクリプションをご
利用頂いているすべてのお客様にラーニング、モバイル、コラボレー
ションの各サービスを包括的に提供する、Azureベースの新しいサー
ビスです。Adaptive Learning Servicesは、Bentleyアプリケーションの
使い方を習得するための機能で、状況に応じた個別のラーニング環
境を提供する新しいアプリケーション内サービス、CONNECT Advisor
を介して利用するものです。Personal Mobility Servicesを使用すると、
Bentleyのアプリに無制限にアクセスできるようになり、ユーザー
はどこにいても必要なときに適切なプロジェクト情報を確認できま
す。ProjectWise® Connection Servicesでは、アプリケーションやプロ
ジェクト情報を安全に共有できるほか、問題の管理／解決、伝送
ファイル、提出ファイル、RFIの作成と送受信が可能です。

エンジニアリング可能な 3Dリアリティメッシュの作成
ContextCaptureを使用すると、通常の写真を使って、あらゆるイン
フラストラクチャプロジェクトで使用するために最も複雑な既存の
状態の 3Dモデルを低コストで生成できます。ポイントクラウドを
追加してさらに精度を高めることで、エッジが鋭く細部まで表現さ
れ、幾何学的精度が向上します。高精細の 3Dリアリティメッシュ
を簡単に作成し、既存の状態に関する詳細なコンテキストを得るこ
とができます。これはプロジェクトのライフサイクル全体を通して、
設計、建設、運用の意思決定に有用です。

ContextCaptureでは、数センチメートルのオブジェクトから都市全
体に至るまで、あらゆる規模の 3Dモデルを簡単かつ正確に生成す
ることができます。生成される 3Dモデルの精度の制限となるのは、
入力されるデータの解像度だけです。

精度の高い 3Dモデルを低コストで生成
必要になるのは通常のカメラのみです。そのため、特殊なデータ収
集機材に投資したり関連のトレーニングに時間をかけることなく、
精度の高いリアリティメッシュを低コストで作成可能です。

さまざまな規模のプロジェクトを確実にモデル化
マルチコアコンピューティングと同様、ContextCaptureで GPUの汎用
演算機能（GPGPU）を使用することにより、以前より速く、高精細
モデルを短時間で確実に作成することができます。ContextCaptureで
は、1台のコンピュータで 1日約 20ギガピクセルの処理が可能です。

任意のワークフローにモデルを統合
MicroStation®やその他の Bentleyアプリケーション内でネイティブに
使用できるファイル形式を含め、デスクトップやモバイルデバイスで
の任意の CADワークフローや GISワークフローで、既存の状態の豊富
な 3Dモデルにアクセスして共有できます。

機能
座標付けされたデータの統合
ContextCaptureは、GPSタグや基準点など、各種の測位データをネ
イティブでサポートしています。他の測位データについても、ポジ
ション／ローテーションインポートまたはコンプリートブロックイ
ンポートによってインポートが可能です。この機能を使って、座標、
距離、面積、体積を正確に計測することができます。

空中三角測量／ 3Dリコンストラクションの自動実行
それぞれの写真の相対位置と方向が自動的に識別されると、基準点
を追加してその基準点を幾何学的な精度と地理空間の精度が最大限
高まるよう編集することにより、空中三角測量の結果を調整できま
す。最適化された 3D再構成アルゴリズムでは、精度の高い 3Dモデ
ルと各メッシュファセットの写真テクスチャを比類のない精度で生
成します。ContextCaptureでは 3Dメッシュの頂点が最適に配置され
るため、少ないアーティファクトでも精密な細部とエッジの鋭さを
再現でき、幾何学的精度が大きく向上します。

2D／ 3D GISモデルの生成
ContextCaptureでは、トゥルーオルソ画像、新しい Cesium 3D Tiles、
タイル分割可、空中三角測量データ（KMLおよび XMLとしてエク
スポート）など、幅広い GIS形式でジオリファレンス 3Dモデルを
正確に生成します。使用する GISソリューションとの相互運用性を
確保するために、座標系データベースインターフェースが搭載され
ています。4,000種類を超える空間参照系を選択できるだけでなく、
ユーザー定義の空間参照系も追加できます。また、ContextCaptureは、
入力されたデータの解像度と空間的配置に合わせて、モデルの解像
度と精度を自動的に調整します。

つまり、画像の解像度が統一されていない場合でも、画像解像度
が高い一部の領域を保持するために全体の効率を妨げることなく、 
すべての画像を処理できます。

エンジニアリング可能な 3Dリアリティメッシュで、切土と盛土の 
体積を簡単に計算

ContextCapture
写真やポイントクラウドから詳細な 3Dモデルを自動生成するソフトウェア
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機能 

プロジェクトあたりの画像データセットサイズ
プロジェクトあたりのスキャンによるポイントクラウドの上限
メッシュエクスポート形式（3MX/3SM/DGN/I3S/OBJ/FBX/STL/DAE/OSGB/Cesium）
色情報付きポイントクラウドエクスポート（POD/LAS）
トゥルーオルソ画像 /2.5Dデジタルサーフェスモデル（TIFF/GEOTIFF/KML）
ジオリファレンス
無制限に拡張できる並列（クラスタ）処理
ソフトウェア開発キット

CONTEXTCAPTURE 

最大 300ギガピクセル 
5億
*
*
*
*

CONTEXTCAPTURE CENTER 

無制限 
無制限

*
*
*
*
*
*

設計、建設、運用の各ワークフローに利用できる 
リアリティモデリング

リアリティモデリングデータの高度な処理

リアリティメッシュの操作
ContextCapture Editorでは、あらゆる規模のメッシュを手早
く簡単に操作できるだけでなく、断面の生成、地形やブレー
クラインの抽出、正射写真、3D PDF、iModelの作成を行う
ことも可能です。GISデータやエンジニアリングデータを
メッシュに統合し、その情報をメッシュのビジュアルコン
テキスト内で直感的に検索、閲覧、表示、アニメーション
化することもできます。

ポイントクラウドの操作
ポイントクラウドを強化、区画、分類し、エンジニア
リングモデルと組み合わせることができます。その後、
ContextCapture Editorの高度な 3Dモデリング機能、断面生成
機能、地形抽出機能を活用することで、竣工時の状態を迅
速かつ効率的にモデル化して設計プロセスをサポートでき
ます。ポイントクラウド評価の精度が向上したことで、よ
り正確なエンジニアリングモデルの作成が可能となりまし
た。プレゼンテーション用のアニメーションとレンダリン
グも作成できます。

大規模なスケーラブル地形モデルの作成と操作
ポイントクラウド、ブレークライン、ラスターデジタル立
面モデル、既存の TINなどのさまざまなソースから大規模
なスケーラブル地形モデルを作成可能です。スケーラブル
地形モデルは、元のデータソースと同期することで、常に
最新の状態に維持されます。この機能によって、使用可能
なすべてのデータを統合して全体を最新の状態で表現でき
ます。これは、さまざまな表示モードを使用した解析の実
行とアニメーションや視覚表現の作成に役立ちます。

3D CADモデルの生成
3D中間形式、デジタルサーフェスモデル、高密度 3Dポ
イントクラウドなど、幅広い CAD形式を使って 3Dモデル
を生成できるため、モデリング環境内のモデルへのアク
セス性が確保されます。 さらに、MicroStation、Descartes、
AECOsim Building Designer、OpenRoads、OpenPlant、Bentley 
Map®、Bentley Substationなど、Bentleyアプリケーションで
の使用がネイティブでサポートされる、数十億の三角形か
らなるマルチ解像度のメッシュを作成することができます。

Web対応モデルの公開と表示
ContextCaptureを使用すると、Webブラウザを使用して、
ContextCaptureネイティブ 3MX形式または Cesium 3D Tiles 
GISオープン形式で、Web公開に最適化された任意のサイ
ズのモデルを作成できます。これにより、すべての関係者
が 3Dモデルを簡単に共有し、表示することができます。

ブラウン大学提供

設計

建設

運用

Bentleyの ContextCaptureなら、現実の詳細なコンテキスト
を資産ライフサイクルのすべてのフェーズで活用できます。



ビジネスのニーズに合った 
リアリティモデリングソリューション
リアリティモデリングワークフローのニーズに応じて、
ContextCaptureはオンプレミス型とクラウド型のどちらの処理
サービスソリューションも利用可能です。ContextCaptureには、
Master、Engine、Editorという 3つの主要モジュールがあります。
Masterモジュールは、入力データの定義、処理の設定、処理タス
クの送信、進捗の監視、結果のビジュアル化を行うグラフィカル
ユーザーインターフェースを提供します。Engineモジュールはユー
ザー操作を要することなく、コンピュータのバックグラウンドで
実行され、大量の演算処理が必要なアルゴリズムを実行します。
このマスター／ワーカー型のパターンにより、数台のコンピュー
タで複数の ContextCaptureエンジンを実行し、共有ジョブキュー
に対して処理を実行するグリッドコンピューティングが可能にな
り、処理時間が大幅に短縮されています。ContextCapture Editorは、
リアリティデータを編集、解析するための 3D CADモジュールで、
ContextCaptureおよび ContextCapture Centerに付属しています。

リアリティメッシュはローカルマシンを使って簡単に生成できま
す。また、ContextCapture Centerにアップグレードしてスケーラブ
ルな処理能力を導入すれば、最新の並列処理システムを活用して
3Dモデルをスピーディに生成できるようになるため、時間を節
約できます。

ContextCapture Center
非常に巨大なモデルを作成する場合、より優れた処理能力を持つ
ContextCapture Centerをご活用頂けます。グリッドコンピューティン
グを活用して複数のコンピュータで複数のエンジンを実行し、それ
らを 1つのジョブキューに関連付けることにより、処理時間を大幅
に短縮することができます。プロジェクトの画像データが 300ギガピ
クセルを超える場合、ContextCapture Centerを使用することで、数テ
ラバイトの入力写真をシームレスに扱うことができます。

デスクトップ向けの最新のコンピューティングシステムを利用
し、処理ユニットをクラスタ化する機能や、GPU演算、マルチコ
アコンピューティング、高度なバンドルブロック調整、タイル分
割メカニズム、タスクのキュー処理と監視、グリッドコンピュー
ティング、超巨大プロジェクト管理を活用する機能によって、 
処理速度を向上することができます。

ContextCaptureを選ぶ理由 ContextCaptureは、さまざまな規模のイ
ンフラストラクチャプロジェクトの設計、建設、運用のすべての
段階で活用できる、理想的なソフトウェアです。単純な写真やポ
イントクラウドから本物そっくりの高精細 3D都市モデルを高速
かつ高精度で生成できる処理能力、柔軟性、拡張性を備えていま
す。Blom、アジア航測、Airbus Groupなど、設計、建設、地図作成、
測量の各分野のトップ企業を始め、欧州、アメリカ、アジアの多
数の企業で採用されており、写真のように細部まで表現された高
解像度の 3Dモデルの生成に利用されています。   

リアリティモデリングクラウドサービス

ContextCaptureのクラウド処理サービスでは、写真をアップロー
ドして、エンジニアリング可能な 3Dリアリティメッシュ、正射
写真、デジタルサーフェスモデル、ポイントクラウドを簡単に生
成できます。高性能ハードウェアの必要性や IT面の制約に縛ら
れることなく、プロジェクトを簡略化してさまざまな規模に対応
できるようになります。チームメンバーは時間やリソースをかけ
ずに誰でも手軽に現状を文書化できるため、コストも低減します。
クラウド処理サービスには、デスクトップやモバイルアプリケー
ションからアクセス可能です。

コンソールアプリケーション
ContextCaptureコンソールを使用すると、最新のクラウド技
術により、画像を即座にアップロードし、地上基準点などの
ContextCapture設定を指定して、3Dリアリティメッシュを生成す
ることができます。

モバイルアプリケーション 
ContextCapture Mobileは、iOSと Androidで入手できる使いやすい
リアリティモデリングアプリです。スマートフォンやタブレット
で撮影した画像から簡単に 3Dモデルを生成して、デバイスに表
示できます。

ProjectWise ContextShareは、リアリティモデリングデータの共
有サービスです。高性能なハードウェアや ITインフラストラク
チャの必要なしに、膨大な量のリアリティモデリングデータを安
全に管理、保管、共有できます。

ProjectWise ContextShareは連携したデータ環境を提供するため、
このサービスを使用すると、インフラストラクチャプロジェク
トで簡単かつ効率的にチーム作業を行うことができます。リア
リティモデリングデータをプロジェクトチームおよびアプリケー
ション全体で即座に共有して同期することで、ワークフローを改
善できます。

ContextCaptureモバイルアプリなら、スマートフォンで 
撮影した画像から簡単に 3Dモデルを生成可能

調査にリアリティモデリングを使用すると、重要な情報を得
られるだけでなく、時間とコストを節約し、損傷のリスクを
最小限に減らすことが可能

Eye-bot Aerial Solutions提供

調査

「 無人航空機システムと ContextCaptureの相乗効果により、 
データを効率的に収集して 3Dモデルを生成できます。 
まさに理想の組み合わせです」

̶ Italdron社、CEO、Tommaso Solfrini氏



「 Bentleyの ContextCaptureは、ドローンや手 
持ちのデジタルカメラによって撮影され 
た数百枚の画像を非常に簡単に処理して 
3Dリアリティメッシュを生成することが 
でき、それを Bentley OpenRoads製品内で 
利用することにより土木設計作業を迅速 
に進めることができます」

Christopher Burke Engineering, Ltd.、 
社長、Ph.D.、PE、D.WRE、Dist.M.ASCE、NAC、 

Christopher B. Burke氏

株式会社 
ベントレー・システムズ
〒 171-0022 
東京都豊島区南池袋 1-13-23 
池袋 YS ビル 8F

TEL 03-5992-7770 
FAX 03-5992-7744 
www.bentley.com

システム要件
最小ハードウェア要件
RAM 8 GB以上、NVIDIA／ AMD
製グラフィックスカード、また
は OpenGL 3.2に対応する Intel統
合グラフィックスプロセッサ 
（ビデオメモリ 1GB以上）。

推奨ハードウェア要件
Microsoft Windows 7/8/10 
Professional 64-bitが動作する、
RAM 64GB以上、ハイパースレッ
ディングが有効な Intel I7（4コ
ア以上、4.0Ghz以上）プロセッサ、
NVIDIA GeForce GTX 1080 Ti（また
は Titan X、GTX 1080、GTX 980Ti）
グラフィックスカード搭載の
PC。データ保存先として高速ス
トレージデバイス 
（高速 HDD、SSD、または SAN）
を推奨。

リアリティモデリング
クラウドサービスの 
要件
ContextCaptureデスクトップ 
アプリケーションの最小ハード
ウェア要件 :
OS:Windows 7/8/10 64-bit 
CPU:Intel®またはAMD®プロセッ
サ 1.0GHz以上

メモリ :
4GB以上

ハードディスク空き容量 :
2GBの空きディスク容量

ビデオ :
Open GL3.2以上に対応する
NVIDIA／ AMD製グラフィッ
クスカード、または Intelグラ
フィックスプロセッサ

画面解像度 :
1024 x 768以上

ContextCaptureモバイル 
アプリケーションの最小ハード
ウェア要件 :
iOS 10.3以降を搭載した iPhone
または iPad

Android 5.1以降を搭載した 
任意のデバイス
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ProjectWise Context Share、SELECT、OpenRoads Concept Stationは、Bentley Systems, Incorporated、またはその直接または間接の完全所有子会
社のいずれかの登録商標、未登録商標、または商標です。その他の商標および製品名は、それぞれ所有する各社の商標です。18416  05/18

入力
• 複数のカメラのプロジェクト管理
• マルチカメラリグ
• 可視フィールド
• 赤外線／熱画像
• ビデオ
• レーザーによるポイントクラウド
（ContextCaptureは 5億ポイント、ContextCapture 

Centerは無制限）
• サーフェスコンストレイント
• メタデータファイルのインポート
• EXIF

キャリブレーション／空中三角測量（AT）
• 自動キャリブレーション／ AT／バンドル調整
• 空中三角測量の並列化機能（複数のエン
ジン間で分散したキーポイントを抽出）
（ContextCapture Centerのみ）

• プロジェクトサイズの制限（ContextCaptureは
300GPIX、ContextCapture Centerは無制限）

• 基準点の管理
• 大規模な ATのブロック管理（ContextCapture 

Centerのみ）
• 品質レポート
• レーザースキャン／写真の自動登録

ジオリファレンス
• GEOCS管理
• 生成された結果のジオリファレンス
• QRコード :地上基準点の自動化

拡張性
• タイル分割
• クラスタの有効化（ContextCapture Centerのみ）

計算
• GPUベース
• Vulkanベースのマルチ GPU処理（オプション）
• バックグラウンド処理
• スクリプト言語のサポート／ SDK 
（ContextCapture Centerのみ）

• ContextCaptureクラウド処理 

編集
• タイルのタグ付けが可能な品質管理 
（ContextCapture Centerのみ）

• 修整機能（OBJ／ DGNのエクスポート／再イ
ンポート）

• 正射写真のビジュアル表示
• DEM／ DSMのビジュアル表示

• DTM抽出
• 断面図
• 等高線（スケーラブル地形モデル）
• ポイントクラウドのフィルタと分類
• ブレークライン抽出
• モデリング機能
• ストリーミングされたリアリティメッシュの
サポート

• 地形データに基づくスケーラブルメッシュの
作成

• 体積計算

出力および相互運用性
• マルチ解像度メッシュ（3MX、3SM、Cesium 

3D Tiles）
• Bentley DGN（メッシュ要素）
• 3D CAD中間形式（OBJ、FBX）
• KMLエクスポート（メッシュ）
• Esri I3S／ I3P
• その他の 3D GIS形式（SpacEyes、LOD Tree、

OSGB）
• 3D PDF
• AT結果のエクスポート（カメラキャリブレー
ションと写真のポーズ）

• DEM／ DSMの生成
• トゥルーオルソ写真の生成
• ブロック状の色調均一化処理
• ポイントクラウド（LAS、LAZ、POD）
• 入力データ解像度テクスチャモード
• AT品質レポート
• アニメーション（フライスルービデオの生成）
• QRコード :資産の 3D空間登録

表示
• 無料の ContextCapture Viewer
• Web表示

測定および解析
• 距離と位置
• 体積、表面
• 入力データの解像度

Bentley CONNECT
• ProjectWise ContextShareへのアップロード
• ProjectWise ContextShareからのリアリティメッ
シュのストリーミング

• CONNECTプロジェクトとの関連付け
• CONNECT Advisor

ContextCaptureの概要

Bentleyの OpenRoads ConceptStationによる 
リアリティメッシュを活用した道路設計


